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能
勢
街
道
と
い
う
道
が
あ
る
。
大
阪
市
北
区
中

津
あ
た
り
か
ら
能
勢
妙
見
山
を
結
ぶ
街
道
で
、
能

勢
妙
見
山
や
沿
道
の
社
寺
へ
の
参
詣
者
、
三
白
三

黒
と
呼
ば
れ
る
能
勢
の
名
産
品
（
米
・
寒
天
・
高

野
豆
腐
・
栗
・
炭
・
牛
）
を
運
ぶ
運
送
人
で
賑
わ
っ

た
道
で
あ
る
。
能
勢
電
鉄
妙
見
線
は
そ
れ
ら
の
輸

送
を
目
的
と
し
て
、
大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
に

開
業
し
た
。
当
初
は
能
勢
口
（
現
、川
西
能
勢
口
）

～
一
の
鳥
居
間
の
６
・
４
㎞
で
あ
っ
た
が
、
大
正

12
（
１
９
２
３
）
年
に
は
妙
見
（
現
、
妙
見
口
）

ま
で
延
伸
さ
れ
た
。

私
の
能
勢
電
鉄
妙
見
線
の
旅
は
、
ま
ず
能
勢
妙

見
山
ま
で
一
気
に
登
っ
て
参
拝
を
す
ま
せ
て
か

ら
、
沿
道
の
名
所
を
め
ぐ
り
つ
つ
川
西
能
勢
口
駅

ま
で
戻
る
ル
ー
ト
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

地
図
で
見
る
と
妙
見
線
は
兵
庫
県
と
大
阪
府
の

境
を
ま
っ
す
ぐ
北
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
妙
見
と
は
北
極
星
を
神
格
化
し
た
妙
見
菩
薩

の
こ
と
な
の
で
、
名
前
に
ふ
さ
わ
し
い
路
線
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
山
岳
に
向
か
う
路
線
な
の
で
実

際
に
は
そ
ん
な
に
簡
単
な
も
の
で
は
な
く
、
と
く

に
開
業
直
後
は
今
以
上
に
入
り
組
ん
だ
線
形
を
し

て
い
た
。
当
時
は
霊
山
ら
し
い
深
い
森
が
沿
線
に

広
が
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
今
は
終
点
の
妙
見

口
駅
近
く
ま
で
住
宅
地
が
続
く
。

し
か
し
、
妙
見
口
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
駅
に

向
か
う
道
を
歩
い
て
行
く
と
、「
日
本
一
の
里
山
」

と
呼
ば
れ
る
風
景
が
広
が
っ
て
く
る
。
山
と
田
畑

北
極
星
と
サ
イ
ダ
ー
と

北
へ
向
か
う
路
線
と

兵庫県・大阪府

能勢電鉄
妙見線

連
載　

第
８
回

能勢妙見山の参道。日蓮宗の寺院であるが、鳥居が参詣者を出迎える。
さらに進むと道の両脇に神馬の銅像が並ぶ。
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と
人
々
の
暮
ら
し
が
調
和
し
た
、
日
本
の
原
風
景

と
も
い
え
る
景
色
だ
。
そ
の
山
の
麓
に
吉
川
八
幡

神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。

一
方
、
能
勢
妙
見
山
は
入
口
に
鳥
居
が
立
っ
て

い
る
が
、
日
蓮
宗
の
寺
院
だ
。
神
馬
の
銅
像
が
並

ぶ
参
道
を
歩
い
て
い
く
と
、
霊
場
ら
し
い
緊
張
感

が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
て
く
る
。

参
拝
を
す
ま
せ
、
再
び
リ
フ
ト
と
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
を
乗
り
継
い
で
妙
見
線
に
戻
る
と
、
平
野
駅

に
向
か
う
。
実
は
こ
こ
へ
立
ち
寄
る
こ
と
も
、
今

回
の
旅
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
平
野

は
三
ツ
矢
サ
イ
ダ
ー
発
祥
の
地
。
今
は
工
場
の
一

部
の
建
物
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
し
ば
し
子
ど

も
時
代
の
思
い
出
に
浸
っ
た
。
こ
の
三
ツ
矢
サ
イ

ダ
ー
、
能
勢
電
鉄
と
も
関
係
が
深
い
。
開
業
当
時

旅
客
輸
送
だ
け
で
は
経
営
的
に
厳
し
か
っ
た
能
勢

電
鉄
（
旧
、
能
勢
電
気
軌
道
）
は
、
三
ツ
矢
サ
イ

ダ
ー
の
輸
送
で
経
営
を
支
え
た
の
だ
っ
た
。

昭
和
40
年
代
以
降
、
妙
見
線
の
沿
線
は
宅
地
開

発
が
進
み
、
営
業
内
容
も
参
詣
者
や
物
資
の
輸
送

か
ら
通
勤
・
通
学
客
の
輸
送
へ
と
シ
フ
ト
し
た
。

す
っ
か
り
都
市
化
し
た
平
野
周
辺
の
町
並
み
を
眺

め
な
が
ら
多
田
ま
で
歩
い
た
。

多
田
に
鎮
座
す
る
多
田
神
社
は
、
清
和
源
氏
の

祖
、
多
田
満
仲
（
源
満
仲
）
を
祀
る
。
伝
説
で
は

こ
の
満
仲
が
サ
イ
ダ
ー
製
造
に
使
わ
れ
た
鉱
泉
水

（
平
野
水
）を
発
見
し
た
と
さ
れ
る
。
三
ツ
矢
と
い

う
名
も
、
満
仲
が
家
来
に
授
け
た
姓
だ
と
い
う
。

多
田
神
社
を
参
拝
し
て
い
る
間
に
日
も
傾
い
た

の
で
、
多
田
駅
に
向
か
う
。
社
頭
を
流
れ
る
猪い

な名

川が
わ

に
沿
っ
て
歩
き
な
が
ら
、
武
士
た
ち
が
こ
の
地

を
闊
歩
し
た
頃
に
思
い
を
馳
せ
て
み
た
。

しぶやのぶひろ
1960年、東京生まれ。早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『図解 はじめての神道と仏教』（ワン・パブリッシング）、『呪いの日本史』

（出版芸術社）、『聖地鉄道めぐり』（Ｇ.Ｂ．）、『眠れなくなるほど面白い 図解 神社』（日本文芸社）ほか著書多数。
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ふれあい広場ふれあい広場

光風台光風台

JR福知山線

妙見線

阪急宝塚線

日生線

妙
見
の
森
ケ
ー
ブ
ル

妙見の森リフト

能勢電鉄妙見線は始発の川西能勢口駅から兵庫県の東端を北上
していくが、光風台駅から大阪府に入る。そして終着の妙見口
駅は大阪府最北端の駅である。一見ごく普通の駅舎に見えるが、
照明やギャラリー仕様の待合室など霊場の玄関口にふさわしい
こだわりがある。

治暦年間（1065～ 69）に源
みなもとの

頼
よりくに

国の七男・頼
よりなか

仲が創建したとい
う。現在の社殿は安政３年（1856）に再建されたもの。境内には
能勢電鉄の1500系の車両も保存されている。

開運・商売繁盛・厄除けなどにご利益があるとされる北辰妙
見大菩薩を祀る開運殿（本殿）。境内は広大で、経堂・絵馬堂・
祖師堂など見所が多いので時間に余裕をもって訪れたい。星
をモチーフにガラス張りで建てられている檀信徒会館「星

せいれい

嶺」
は必見。

明治14（1881）年、理学者のウイリアム・ガランが平野の
鉱泉を調査し「理想的飲料鉱泉なり」と発表した。これをき
っかけに鉱泉水（平野水）の工場が建てられ、ここで三ツ矢
サイダーが生まれた。なお、多田満仲は平野水を薬として用
いていたという。

妙見線の７番目の駅
で、駅数でいうとち
ょうど中間にある。か
つては炭酸水のこと
をこの地の名をとっ
て平野水と呼んでい
た。夏目漱石の作品
にも用例がみられる。

天禄元（970）年に多田満仲（源満仲）が創建した多田院を起源
とするとされる。境内には満仲の廟も造られ、源氏祖廟として崇
敬を受けてきた。現在の社殿は４代将軍・徳川家綱が再建したもの。

妙見の森リフト
正式名称は能勢電鉄索道線。大正 14
（1925）年に開業した妙見鋼索鉄道（ケ
ーブルカー）は上部線と下部線に分かれ
ていたが、能勢電鉄は再建するにあたり、
上部線はケーブルカーではなくリフトと
することにし、昭和35（1960）年に開
業した。ふれあい広場から妙見山まで所
要時間12分、ゆったりとした時間を満
喫できる。

妙見の森ケーブル
正式名称は能勢電鉄鋼索線。妙見線の妙見口
駅に接続する（20分ほど歩く）黒川とケーブ
ル山上を結ぶ。大正14（1925）年に能勢妙
見山まで結ぶ路線として開業したが、戦時中
に不要不急路線として廃線に。昭和35（1960）
年に能勢電鉄が下部線のみ再建開業した。

能勢電鉄株式会社
Nose Electric Railway Co.,Ltd.

開　業　大正２（1913）年４月13日
鉄道線　妙見線：川西能勢口－妙見口（12.2㎞）日生線：山下－日生中央（2.6㎞）
鋼索線　黒川－ケーブル山上（0.6㎞）　索道線　ふれあい広場－妙見山（0.6㎞）
https://noseden.hankyu.co.jp/

■妙見線・日生線路線図

吉川八幡神社吉川八幡神社能勢妙見山能勢妙見山

平野駅平野駅

妙見口駅妙見口駅

三ツ矢の塔三ツ矢の塔（三ツ矢サイダー発祥の地）（三ツ矢サイダー発祥の地）

多田神社多田神社

妙見の森ケーブル＆リフト妙見の森ケーブル＆リフト


